
タイの子供たちと
心のふれあい

「
タ
イ
東
北
の
ウ
ド
ン
タ
ー
ニ
へ
初
め
て
行
っ

た
と
き
、
生
活
様
式
は
ま
っ
た
く
違
う
し
、
長

く
い
ら
れ
る
か
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
、

小
学
校
に
泊
め
て
も
ら
い
、
学
用
品
に
め
ぐ
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
目
に
囲
ま
れ
て

い
る
う
ち
に
、
お
手
伝
い
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
（
代
表
・
浅
子
直
樹
）
の
事
務
局
長

田
口
和
江
さ
ん
（
写
真
）
は
言
い
ま
す
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
平
成
十

年
、
毎
年
、
タ
イ
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が

実
施
さ
れ
、
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
器
・
学

用
品
を
届
け
、
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

山
岳
民
族
カ
レ
ン
族
の
よ
う
に
、
遠
隔
地
に
住

み
、
通
学
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ド

ミ
ト
リ
ー
（
寮
）
の
建
設
も
始
め
て
い
る
。

募
金
と
寄
付
金
な
ど
、
そ
れ
に
年
二
十
回
実

施
し
て
い
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ

な
ど
が
活
動
資
金
に
な
る
と
い
う
。

末広クラブ･逆井漫歩５２

柏
市
内
の
小
、
中
学
校
に
呼
び
か
け

て
楽
器
、
学
用
品
を
集
め
て
も
ら
う
。

四
校
か
ら
始
ま
っ
て
、
い
ま
で
は
三
十

校
に
増
え
た
。
今
年
の
七
月
に
実
施
し

た
六
人
の
第
八
回
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

で
、
一
ト
ン
の
学
用
品
な
ど
を
贈
り
、

帰
り
に
は
タ
イ
シ
ル
ク
の
ス
カ
ー
ト
や

雑
貨
を
仕
入
れ
、
こ
れ
を
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
販
売
し
て
資
金
に
し
て
い
る
。

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
と
い
う
言
い
方

も
い
い
。
観
光
は
光
の
当
た
っ
た
と
こ

ろ
し
か
見
て
こ
な
い
。
裏
面
は
見
ら
れ

な
い
。
タ
イ
へ
行
っ
て
、
表
裏
と
も
ど

も
を
ス
タ
デ
ィ
ー
し
て
く
る
。
蛍
光
灯

が
一
本
だ
け
、
電
気
製
品
な
ど
な
い
高

床
式
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
す
る
。

ド
ミ
ト
リ
ー
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
自
給
自
足
。
金

曜
に
家
に
帰
り
、
月
曜
に
は
数
十
キ
ロ

を
歩
い
て
登
校
す
る
そ
う
で
あ
る
。

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
会
員
は
、
男
性
十

人
、
女
性
四
十
人
。
連
絡
先
＝
柏
市
豊

四
季
三
三
三
の
二
八

田
口
和
江

１０月、千代田公園でのチャリティ・フリーマーケットは、「カンボジアに学
校を贈る会」と共催。タイの、きらびやかなシルクの手芸品が好評だった

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
ド
レ
ミ
か
ら
習

う
。
紙
芝
居
を
見
せ
、
折
り
紙
も

一
緒
に
折
る
。
現
地
の
折
り
紙
は

高
価
で
手
に
入
り
に
く
い
と
い
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「ハ
ー
モ
ニ
ー
」

一
ト
ン
の
学
用
品
を
贈
る


